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1 はじめに
日本語教育の現場では，日本語のアクセント（現代東京アクセント，以下同様）をあまり重要視して
おらず，アクセント教育に力を入れていないのが実情であろう。
オーディオリンガルの現場では，正確さを重視するので，アクセントの正しさも注目されるべきで
あろうが，実際には，アクセントについては簡単な説明と短時間の練習で済ませてしまう。その理由
として，「アクセントには地方差がある」「間違えても誤解が生じることは少ない」「完全に教えるこ
とは難しい」などが挙げられるが，教師自身も「アクセントの聞き取りに自信がない」「効率がよい
指導法がわからない」などと考えている。
一方，コミュニカティブアプローチでは，流暢さを重視し，意思の疎通や情報のやりとりができ
ればよいとする傾向が強いため，文法的なかな誤用や発音の曖昧さなどにはあまり目を向けてはい
ない。ただし，文法や発音の場合には，コミュニケーション上誤解が生じる可能性があるため教室活
動として教師が訂正する可能性（オーディオリンガルとは訂正の仕方が異なる）は否定できないが，アク
セントの場合は，誤解が生じる可能性が極めて少ないために，訂正することもほとんどない。このた
めに，流暢に話してはいるが，その学習者の発音を聞くと，いわゆる外国人なまりが残り，日本人と
は違うという印象を受けがちになる。
しかし，現実には「日本人のように話したい」「アクセントとかイントネーションのせいで勘違い
された」という外国人学習者は多く，正しいアクセントの習得を望む学習者も多い。筆者は昭和女子
大学で海外からの留学生を対象とする日本語のクラスを担当しているが，その学習者の90％は，上
記のように「正しい日本語の発音で話したい。アクセントも含めて発音の練習をしたい」と考えている。
また，海外のネイティブの日本語教師に関して以下の報告がある。
「まず理想や希望として『できれば正しいアクセントで話したい』『アクセントは大切だ』『学生にアクセ
ントを教えたい』と考えている教師は多く，また同時に『コミュニケーションができれば正しいアクセント
で話す必要はない』『アクセントは地方によって違うので覚えなくてもいい』『アクセントの違いによる発音
の違いは少しだけなので，あまり気にしなくてもいい』などの，しばしば聞かれる否定的意見については，
賛成する者は国を問わず少数であった。このことから，海外の教師は日本語アクセントの習得やその教育に
ついて，高いモチベーションを持っていることがわかった。なお，海外の教師は東京アクセントへの志向が
極めて高かった。
一方で，『自分のアクセントに自信がない』『正しいアクセントで発音するのは難しい』『アクセントの違
いを聞き取るのは難しい』という困難さを多くの者が感じていた。ただし，中国の教師はこうした回答が少
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なかった。」（磯村一弘，2001）
以上の通り，アクセント教育が不足している現状において，日本語学習者に対するアクセント教育
を行う必要があることは論を待たない。
2 研究の目的
日本語学習者がアクセントを習得する必要がないという場合を除き，日本語教師としては，本人の
希望に応じてアクセント習得のために一連の指導をする必要がある。しかし，合理的な指導法は，す
べての外国人学習者に共通するものではなく，母国語の干渉を考慮に入れた方法，教材が必要ではな
いかと考えられる。
今回注目したソウルで話されている韓国語は，音の高低の違いによる意味の差がないために，話者
には日本語のような高低アクセント感覚がないと言われている。
今回の調査では，上記のような韓国人日本語学習者に対するアクセント指導方法を開発するための
基礎調査として，韓国人日本語学習者が正しくないアクセントで発音する場合の傾向を調べることを
目的とした。
その傾向とは，次の2点である。第一に，間違えたアクセントは，アクセント核の位置（アクセン
ト型）が正しいものとは異なるわけであるが，元の正しいアクセント型と間違えたアクセント型には
関連があるかという問題である。第二に，学習者個人に特有の間違いの傾向である。
3 研究の方法
筆者は，昭和女子大学で日本語教育を担当し，留学生に対して主に発音指導（アクセントの練習，
特殊拍，単音の練習も含む）を行っている。その日本語の授業は，放映されたドラマの女性の台詞を題
材に，それを模倣することによって日本語の発音全般の練習をしようとするものである。
その方法を簡単に述べると，①練習すべき台詞を書いたハンドアウトを見ながら，モデルの発音を
聞く，②モデルに続きクラス全体（韓国人学習者だけではなく，他の国籍の学習者もいる）で発音する，
③台詞を見ながら一人ずつ発音するときに，不十分な点を筆者が矯正する（ここまでは教室作業），④
個別に発音練習と矯正を行う，⑤練習した台詞を課題として録音し提出する。ただし，録音する前に，
モデルを聞くこと，モデルと同時に発音する練習を行う。その後，⑥提出された録音を筆者が聞き，
矯正すべき点を学習者に提示し，練習する。
今回の調査で使用したデータは，上記⑤で提出された録音を使用した。つまり，データとして採用
したものは，モデルを聞くこと，モデルに続いて発音すること，モデルと同時に発音することを行っ
た上で提出されたものである。
データ収集期間と人数:2008年4月～7月……4名
2009年4月～7月……6名
学習者の出身とレベル:10名全員ソウル出身，上級
録音提出回数:各期14回
1回あたり録音量:10～20文
データ抽出方法:提出された学習者の録音を筆者が聞き，台詞のアクセントとは異なる部分を抽出し
た。PCの音声分析ソフトなどは使用していない。抽出した部分は，名詞に限らず，
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動詞，副詞，形容詞，形容動詞，接続詞も含む。同じ語彙を複数回間違えたアクセ
ントで発音している場合も，下記の表中個数は1とした。
4 結 果
4－1 全体の傾向
10名の学習者の誤アクセントの個数をアクセントの型別に集計した結果が，表1である。
表1を見ると，平板型を頭高型①で発音している個数が46（約19％）であり，これが最大の特徴
である。また，同様に平板型を中高型②③で発音する傾向が見られる。
次に，頭高型①と中高型②③を平板型で発音する傾向も見られる。表中で正誤とも中高型の④⑤
の数が少ないが，④⑤の語彙自体が課題となった台詞には少なかったためである。
4－2 学習者個人の傾向
学習者は全員一般的に上級と言えるが，語学に対する能力に個人差があることは言うまでもない。
まず，学習者別に誤アクセントの数と特徴を示す。（以下，詳細については巻末資料表2参照）
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表1
誤 ＼ 正  ① ② ③ ④ ⑤
 20 18 18 1 1
① 46 14 18 3 0
② 28 12 3 3 0
③ 26 8 2 2 1
④ 5 0 1 2 0
⑤ 4 0 1 0 0 合計237
＊横列は正しいアクセントの型を示し，縦列は学習者の間違えたアクセントの
型を示す。○数字はアクセント核の位置を表す。
正①→誤の例
じ
「
んせい（人生）→じんせい
正→誤①の例
せいふく（制服）→せ
「
いふく
総誤数 特 徴
学習者 1 11 正:10 → 誤①:9，②:1
学習者 2 17 正:10 → 誤①:4，②:2，③:4
学習者 3 19 誤①:11 → 正:1，②:5，③:5
学習者 4 16 誤:6 → 正①:4，②:1，③:1
学習者 5 18 誤①:6
誤②:6
→ 正:4，②:1，④:1
→ 正:4，①:1，④:1
学習者 6 33 誤①:10
誤②:9
誤③:7
→ 正:4，②:1，③:4，④:1
→ 正:6，①:1，③:1，④:1
→ 正:4，②:1，④:2
学習者 7 35 正:20 → 誤①:7，②:6，③:5，④:1，⑤:1
学習者 8 26 正:13
誤:6
→ 誤①:3，②:4，③:6
→ 正②:1，③:5
学習者 9 37 誤:11
誤①:18
→ 正①:5，②:3，③:2，④:1
→ 正:8，②:4，③:5，④:1
学習者10 25 誤:13
誤①:7
→ 正①:4，②:6，③:2，⑤:1
→ 正:4，②:1，③:2
＊○数字はアクセント核の位置，数字は正誤の個数を示す。
以上の通り，誤数の最多と最少では3倍以上の開きがあるが，今回の調査では，その理由は不明で
ある。また，全体の傾向（表1）で示した通り，正誤アクセントともに平板型に関わる点が目立つ
が，学習者によりその内容は異なる。学習者136910では，誤アクセント中で頭高型①がそれ
ぞれ82％，58％，30％，49％，28％を占めている。
資料では示されていないが，学習者個人のユレもあり，学習者8では，頭高型①「そろそろ」が中
高型②③で発音され，学習者9では，中高型③「おとこに」が平板型頭高型①となり，平板型
「やくそくを」が中高型③④で発音されていた。このユレについては，他の学習者には見られず，学
習者89のアクセント感覚が他より劣っている可能性があるが，ユレた語彙の前後の単音または音
の高低に影響を受けた可能性もある。この点については，別の調査と分析が必要になる。
5 まとめ
今回のデータは，不十分ながら教室活動と各自の練習を通して得られたもので，各学習者が持つ誤
アクセントの傾向が現れたと思われる。
全体の傾向として，平板型が頭高型①となったものが約19％，中高型②は約12％，同じく中高
型③は約11％となっている。高い音が続く平板型と低い音が続く頭高型①の区別には特に注意が
必要であろう。
また，頭高型①と中高型②③を平板型で発音したものは，合計約24％であるが，この点にも注
意を払う必要がある。
このことから，学習初期から特に平板型と頭高型の違いを意識させ定着させる指導方法と，既に平
板型と頭高型のアクセントを混同している学習者のために効果的にアクセントを修正する指導方法が
必要であることがわかる。
6 おわりに
今回のデータは，教室活動の練習と各自の練習を通して得たものであったが，アクセントを間違え
た語彙が学習者にとって初出の語彙であったのなら，録音までに行った練習は不十分であったことに
なる。もし，それが使用語彙であったのなら，各自の化石化されたアクセントの癖が抜けきらなかっ
たということで，やはり練習は不十分なものであったに違いない。
また，今回の調査は，誤アクセントの傾向をむものであったが，この結果を受けてさらに調査
（レディネスとして音の高低の感覚，アクセント核の前後の音の違いによるアクセント感覚の変化など）を進め，
韓国人日本語学習者またはアクセント感覚に乏しい学習者に対するアクセント指導法を開発する必要
がある。
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資料
表2
（５）
学習者1
誤 ＼ 正  ① ② ③ ④ ⑤
 1
① 9
② 1
③
④
⑤ 合計11
学習者2
誤 ＼ 正  ① ② ③ ④ ⑤
 2 2 1
① 4
② 2
③ 4 1 1
④
⑤ 合計17
学習者3
誤 ＼ 正  ① ② ③ ④ ⑤
 1
① 1 5 5
② 2 1 1
③ 2
④ 1
⑤ 合計19
学習者4
誤 ＼ 正  ① ② ③ ④ ⑤
 4 1 1
① 2 1
② 3
③ 1
④ 1 1
⑤ 1 合計16
学習者5
誤 ＼ 正  ① ② ③ ④ ⑤
 2 1
① 4 1 1
② 4 1 1
③ 1 1
④ 1
⑤ 合計18
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学習者6
誤 ＼ 正  ① ② ③ ④ ⑤
 1 3
① 4 1 4 1
② 6 1 1 1
③ 4 1 2
④ 1 1
⑤ 1 合計33
学習者7
誤 ＼ 正  ① ② ③ ④ ⑤
 3 3 2
① 7 1 1
② 6 3 1
③ 5 1
④ 1
⑤ 1 合計35
学習者8
誤 ＼ 正  ① ② ③ ④ ⑤
 1 5
① 3 1
② 4 2 1
③ 6 3
④
⑤ 合計26
学習者9
誤 ＼ 正  ① ② ③ ④ ⑤
 5 3 2 1
① 8 4 5 1
② 2
③ 3 1
④
⑤ 1 1 合計37
学習者10
誤 ＼ 正  ① ② ③ ④ ⑤
 4 6 2 1
① 4 1 2
② 1 1
③ 2
④ 1
⑤ 合計25
